





日詩:平成13年3月1日"'3月20E3 9:00""' 17:00 
01 脅山浩之
カパさんのあくび
34. OX69. 0 
犠浜国立大学
のんきなカノくさん ねむそなカノくさん お類、いっぱいロあけて ああああああの 大あ〈ぴ
::f.l.:うような遜怒と線のタッチ、また歌詞のイメー ジを大切にした。「あjの繰り返しで f大あくびj を表現。
02 赤平和親(泰控)
げんげ草







34. OX69. 0 
麻布学園
小主、つねこんニん 山のなか 山のなか 卒の実つぶして おイと粧したつ もみじのかんざ
し つげのくし
リズミカノレな幽に合わせて作品もまとめようと試みました。幼い頃から好きな笈諮の一つです。
04 ;溝口 新吾(牧瀞) 捕縄市立西龍高等学校
ふるさと





35. OX70. 0 




28. 6x41. 3 
さんたろう まさかりかついできんたろう くまにまたがりおうまのけいニ ハイシイドウ
ドウ ノ、イドウドウ ノ、イシイドウドウ ノ、ィドウドウ
07 貞政研理(少量) 鶴見大学
もみじ
68. OX36. 5 









09 塚本 宏(謹葺) 和洋女子大学
ささ舟




1 0 辻 尚子 翻露大学
大河




45. OX34. 0 
東京学芸大学
さわさわさわさわ ごめのうた ぴっかりゆらゆら らやっぷうこ
詩文の持つ清涼な雰図気を表わそうと患いましたが…。
1 2 中村直之(開葉) 元東京学芸大学
赤彦の敬
69. OX34. 0 
まかがやく夕焼宝の下にして J求らんとする湖の静けさ
現代の惑として淡字仮名交り惑につき研究している。
1 3 畏野秀章〈竹野) 東京学芸大学
自の丸の醸
34.5x68・2
日の丸の旗白地に赤〈 日の丸染めて ああうつくしゃ 臼本の旗は朝日の昇る 勢い
見せて ああ勇ましゃ 日本の旗(;J:
1 4 謹野韓正(象出) 傍教大学
おぼろ月寵
135. OX35. 0 
菜の花畠に 入自主事れ 見わたす山の立高 霞ふかし 春風そよふく 支を見れば 夕尽かか
りて におし、;えし
1 5 広瀬裕之(舟翠) 武藤野女子大学
おぼろ月寵
136. ox34. 0 
菜の1t畠に 入日薄れ えわたす山の端霞ふかし
鳥取徐に関係のある款の-fIjを客〈。春ののどかさとおおらかさを表札したかった。
1 6 前田舜次部(次郎) 露見学瞳女子大学
璽謡・審が来た
34. OX69. 0 
4与が永た 急が永た どこに永た 山に求た 玄に永た 聖子にも永た
j湾じ字・勾をいかに自然に変化させるかに留意した。
1 7 濁JI 選(露直撃) ニ松学舎大学
青い畏がら白い良がら
130. ox35. 0 




1 8 南 香織 徳島大学研究生
「鹿のアルバム」の一節
34. OX69. 0 
見知らぬ街の小さな釈で 見党えのある風を見た
なつかしいと思う感情を飾らない言葉でつづったこの詩に共感をおぼえ、制作してみたくなりました。
1 9 吉湾韓和(務事) 文教大学
審が来た
34. OX68. 5 
春が永た どこに求た 山に永た 玄に永た 里子にも永た
仮名を渓字にどう調和させるかに;撃を払うとともに、繰り返しの表現が単調にならないように配慮した。
20 吉田 行雄(六嶺) 新濁大学〈人文学舘)
もみじ
34. OX69. 0 
淡の流れに散り浮〈もみじ なみに接られて離れて寄って 赤や黄色の色さまざまに 永の
よにも絞る錦
字数が多いので、表現過多を避け、淡翠の味を生かしながら、務かな律動感を出したかった。
